
鹿
屋
の
薩
摩
焼
酎

　

鹿
児
島
に
は
、
一
日
の
疲
れ
を
癒

す
晩
酌
を
「
だ
れ
(
疲
れ
)
や
め
(
止

め
る
)」=
ダ
レ
ヤ
メ
と
呼
ぶ
文
化
が

あ
る
よ
う
に
、
鹿
児
島
の
文
化
と
焼

酎
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

鹿
屋
市
で
は
江
戸
時
代
中
期
以
降

に
甘か

ん
し
ょ藷

が
伝
来
・
定
着
し
、
古
く
か

ら
焼
酎
が
造
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
本

市
の
歴
史
・
地
理
・
文
化
・
産
業
な

ど
を
記
し
た
『
鹿
屋
市
史
』(
平
成
７

年
３
月
発
行
)
に
は
、「
焼
酎
は
農
漁

民
た
ち
の
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
り
、

明
治
初
期
の
十
余
年
間
は
、
自
宅
で

造
っ
て
飲
め
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
明
治
32
年
に
は
焼
酎
の
自
家

製
造
が
禁
止
さ
れ
、
焼
酎
は
許
可
を

得
た
酒
造
の
み
で
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

時
は
流
れ
、
戦
後
に
な
る
と
大
手

メ
ー
カ
ー
で
は
次
第
に
機
械
化
が
進

み
、
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
の
焼
酎
が

▲新生・吾平中野球部の初日のミーティング。
　自分たちが目指すチーム作りを共有する。
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吾平中学校 野球部

　

吾
平
中
学
校
野
球
部
は
、
２
年
生

５
人
、
１
年
生
６
人
の
計
11
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
３
年
生
が
９
人
い

た
の
で
、
部
員
が
約
半
分
に
な
っ
て

の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
ば
っ
か
り
の
楽
し
い
野
球
部
で

す
。
私
は
大
人
し
い
ほ
う
で
す
が
、

チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
力
が
あ
る
と
、

み
ん
な
か
ら
の
後
押
し
を
受
け
て
、

主
将
に
な
り
ま
し
た
。

　

部
員
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
野
球

部
の
み
ん
な
を
「
家
族
」
と
考
え
、
心

身
と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
活
動
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
の
総
体
で

最
高
の
結
果
を
出
す
こ
と
を
目
標
に
、

こ
れ
か
ら
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

家族のように支え合う

Vol.16

▲黒ぢょか＝主に鹿児島県で使われる
　焼酎専用の陶磁器製土瓶（酒器）。

▲３年生とともに数々の大会で優勝し、多くの実績を残した

市
場
に
出
回
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
大
手
メ
ー
カ
ー
に
対
抗
す
べ

く
複
数
の
酒
造
が
協
業
化
し
、
新
た

な
酒
造
会
社
と
な
る
動
き
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
46
年
に
吾
平
町

上
名
に
４
つ
の
酒
造
会
社
の
均
等
出

資
の
も
と
、
小
鹿
酒
造
協
業
組
合

(
現
・
小こ

じ
か
し
ゅ
ぞ
う

鹿
酒
造
㈱
)
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
50
年
に
は
、
白
崎
町
に

９
つ
の
酒
造
が
集
結
し
て
大た

い
か
い
し
ゅ
ぞ
う

海
酒
造

協
同
組
合
(
現
・
大
海
酒
造
㈱
)
が
誕

生
、
昭
和
63
年
に
は
大
根
占
町
神
川

(
現
・
錦
江
町
)
に
あ
っ
た
神か

み
か
わ
し
ゅ
ぞ
う

川
酒
造

が
本
市
で
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

水
は
け
の
よ
い
シ
ラ
ス
台
地
を
土

台
と
す
る
本
市
は
、
国
内
有
数
の
サ

ツ
マ
イ
モ
産
地
。
そ
の
た
め
、
小
鹿

酒
造
は
農
業
法
人
を
設
立
し
、
原
料

か
ら
の
一
貫
生
産
を
確
立
。
大
海
酒

造
は
市
内
の
契
約
農
家
と
の
連
携
に

よ
っ
て
鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
た
原
料
の

調
達
を
行
う
な
ど
、
本
市
な
ら
で
は

の
焼
酎
造
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
系
や
お
茶

割
り
用
な
ど
様
々
な
種
類
の
焼
酎
が

販
売
さ
れ
、
幅
広
い
世
代
に
合
わ
せ

た
焼
酎
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
時

に
は
家
族
で
鹿
屋
の
薩
摩
焼
酎
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

主将
末
すえつぐ
次 大

たいせい
晴 さん （２年生）
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